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            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 昭和 24 年 3 月 1 日発行の東京天文台「見学の栞」 

 アーカイブ室新聞 123 号に昭和 26 年 4 月 1日発行の東京天文台の「見学の栞」を発見し

た記事を書いた。今回は、昭和 24 年 3月 1日発行の東京天文台の「見学の栞」を入手した。

これは、茨城県つくば市にお住まいで「賢治の事務所」の加倉井厚夫氏が天文情報センタ

ー長の渡部潤一氏に提供したものである。古本屋で入手したそうだが、以前にも乗鞍コロ

ナ観測所の見学案内を古本屋で入手した人から情報をいただいたことがある。国立天文台

の前身の一つである東京天文台時代から天文台にいる筆者も持っていないこういった古い

「見学の栞」は東京天文台の歴史を追いかけるよい資料である。写真 1 は発行年月が入っ

たページである。 

  

            写真 1 見学の栞の発行年月の頁 

 写真 1 を見ると、昭和 24 年 3 月 1 日第 3 版、昭和 26 年 4 月 1 日第 5 版とある。恐らく

見学の栞の昭和 24 年発行のものが第 3 版、昭和 26 年発行のものが第 5 版ということで、

昭和 24 年 3 月 1日発行の見学の栞の第 3版ではないと思われる。この見学の栞は東京天文

台職員組合委員会が発行しており、非売品となっている。代表者の関口直甫氏はご高齢だ

が、まだまだお元気で時折り国立天文台においでになる姿をお見かけする。 

 職員組合が発行して販売するわけにはいかないから、非売品として作成し、見学者に有

償でお分けし、組合の財源にしたものと推測される。そうではなく、見学者に無償で配布

したのかもしれないが、もしそうであるなら職員組合は天文学の普及にずいぶんと頑張っ

た事になる。有償で配布したものであっても天文学の普及に尽した事には変わりはない。

内容は当時の最新の天文学の紹介にもなっており、そしてその研究をする天文台の案内に

なっている。古い「見学の栞」の 2 冊が手に入ったので比べてみるのもおもしろい。どち

らも表紙はカラー印刷である。写真 2 が昭和 24 年、写真 3 が昭和 26 年の見学の栞の表紙



である。 

   

    写真 2 昭和 24 年版の表紙        写真 3 昭和 26 年版の表紙 

 それぞれに、趣のある立派な絵である。今のカラー写真よりなぜか心に訴えるものがあ

ると思うのは筆者だけであろうか。 

 写真 4が昭和 24 年版の構内図、写真 5が昭和 26 年版の構内図である。 

  

             写真 4 昭和 24 年版の構内案内図 



      

            写真 5 昭和 26 年版の構内案内図 

 この 2年間に建物の変化はあまりないようである。しかし昭和 26 年版では大きな間違い

がある。それは菱形基線の位置が全くでたらめに書かれていて、昭和 24 年のものが正しい。

筆者が特に気になったのは、卯酉儀室と呼ばれたドームがどちらにも 10cm 赤道儀と書かれ

ていることである。 

 昭和 24 年の構内案内図には持ち主の書き込みが沢山あり、なかなか造詣の深い名称が書

き込まれている。例えば、塔望遠鏡の半地下の分光器室の土盛りは「さわらびの丘」、26

吋ドームと塔望遠鏡の間の林が「アカシアの林」、26 吋ドームと旧図書庫の間は「アンリ・

ルッソーの広場」、26 吋ドームと 8インチドームを結ぶ道は「リンデの道｣、3号館と呼ば

れた太陽研究室棟から「おばけ」と呼ばれた分光太陽観測室の西側の道は「ミュゾットの

道」、ブラッシャードームからバス通りに下りる道は「イヤリングの道」、26 吋ドームの

東の十字路には「鈴懸の十字路」、現在の総合情報棟北側の道は「ロベルト・シューマン

の道」、正面ロータリーの植え込みは「ロン・ポアン」、ロータリーを通る南北の道は「ア



ツシデの道」などなどであり、フランス語と思われる書き込みもある。せっかくなので、

16 ページにおよぶ全てを紹介しよう。 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 


